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＜聖書からのメッセージ ＞  

「神の怒りがとどまる」by エレミヤ 
 

”ヨハネ3:36 御子を信じる者は永遠のいのち

を持つが、御子に聞き従わない者は、いのち

を見ることがなく、神の怒りがその上にとど

まる。” 

 

本日は「神の怒りがとどまる」との題でメ

ッセージしたいと思います。上記テキストに

基づき見ていきたいと思います。 

 

「御子を信じる者は永遠のいのちを持つ」 

 

御子とは誰かというとイエス・キリストの

ことです。キリストは神の唯一の子という 

意味で「御子」と表現されるのです。さて、

ここでは、キリストを信じる時得られる大事

なことについて、すなわち、 

それを信じた人は永遠の命を持つ、というこ

とが描かれています。キリストを信じる時、 

永遠の命を得る？聞いたことのない言葉かも

しれません。説明しましょう。聖書によるな

ら、人の死後の運命は2つに分かれます。 

 

その２つとは、簡単に言うならよくいわれ

る天国と地獄の区分です。それはこんな説明

になるでしょうか。すなわち、死後ある人々

は、神により復活するのにふさわしいと認め

られます。それで、死後復活して復活のから

だとともに永遠の命を持つようになります。 

永遠の命ということばは聞きなれないでしょ

うがそれは、今私たちの持っている有限の寿

命のからだとは違う体、命のことです。すな

わちすぐ老いたり、弱ったり、消滅していく

肉体や命でなく、永遠にまで生きることので

きる肉体と魂が死後与えられる、ということ

なのです。 
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「神の怒りがとどまる」エレミヤ 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

さて、死後、もう一つの運命に入る人々が

います。彼らは永遠の命を得るにふさわしい

とは神にみなされず、それゆえ復活のからだ

も永遠の命も得られません。逆に死後、火の

池に投げ込まれます。そこで、彼らは自分が

生きている間に行った罪を償うべく罰を受け

るようになります。この２つです。これら 

は、あまりにも両極端な結末ですが、聖書に

よるならば、人の死後にはこの２つしか選択

肢はないのです。２択しかないのです。それ

以外の選択肢、死後「人は無になる」などの

選択はないので、誰も彼もこの２つの運命の

どちらかに分類されるようになります。 

 

さてそれでは、一体その区分は何をもって

するのでしょうか？一流の学校に入るかどう

かはテストの点数の善し悪しで区分されます

し、オリンピックの陸上の金メダルを得るた

めの区分は一番でゴールするかどうかです。

それでは、聖書のいう天国、地獄の死後の区

分は、何をもってなされるのでしょうか？ 

その区分はお金のあるなしでも、学校の成績

のよしあしでも、美人、不美人の差でも、背

の高さ、はたまた、年齢や人種の区分でもあ

りません。そうではなく、上記テキストに

「御子を信じる者は永遠のいのちを持つ」と

書いてあるように、キリストを信じる人が死

後復活して永遠の命を持つようになるので 

す。その人がお金がなくても、学校の成績が

悪くても、はたまた不美人でも、年寄りでも

さらにもし、刑務所に入るような犯罪を犯し

た過去があったとしても問題ありません。そ

の人が神の御子であるキリストを信じるなら

誰でも死後永遠の命を得るようになるので 

す。 

 

「御子に聞き従わない（信じない）者は、い

のちを見ることがなく」 

 

しかし、対照的にその人がキリストを信じ

ないならここに書かれているように、永遠の

命を得ることはありません。逆に死後火の池

で自分の罪の罰をつぐなうことになります。

たとえ、その人がどんなに金持ちでも、学校

の成績がよくても、大臣をしていても、ハン

サムであっても、はたまた、生涯でたくさん

の賞状をもらっていてもキリストを信じない

なら、そうなるのです。すなわち、私たちの

死後の区分はその人がキリストを信じるかど

うかで異なるのです。そんな区分の方法は理

不尽だという意見もあるかもしれません。し

かし、人を創造した方は神であり、また人の

死後の運命を決めるのも神であることを知り

ましょう。私たちはその決定を尊重すべきだ

と思います。ある人は神が用意したキリスト

という方を信じ、また神が聖書で語っておら

れる、罪を許されるためにキリストを信じる

という方法を尊びます。これは本当のことだ

と受入れ、そして結果、神から喜ばれ永遠の

命を得ます。 

 

しかし、ある人々はそのキリストという方

法を否定し、信じず、受入れません。そのよ

うに語られる神を信じることもせず、結果死

後神から罰を受けるのです。ここには何らの

えこひいきも不公平もないのです。人種、お

金の有無、年齢、学歴の差などの区分などま

ったくありません。それがどの国の人でもど

の年齢の人でも寝たきりの病人でもその人が

キリストを受入れるなら、何らの代価も払わ

ず永遠の命を得られるのです。これは大変公

平な方法であり、誰にとっても平等な方法で

あることがわかるのです。 

 

神様は自分が備えた方法、キリストという

方法を疑うことなく受入れ、信じる人に対し

ては彼が永遠の命を与えるようにされまし 

た。このようにする神様の気持ちは察するこ

とができます。人間だって、自分の提案を受

入れず、鼻で笑って相手にもしない人、その

上インチキ呼ばわりしたりする人に大事なプ

レゼントをあげたいとは思わないでしょう。

逆に信じがたい状況であっても自分の方法を

信じてくれる人、文句もいわず、受入れてく

れる人には、大事なプレゼントを与えたいと

思うでしょう。神様もまったく同じなのです。

神は、自分の方法を受入れ、尊重し、神の定

めた方法であるキリストという方法を受入れ、

すなおにキリストを信じる人にのみ、大事な

永遠の命を与えようとされているのです。こ

れは、全く公平な方法と思われます。 
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「神の怒りがとどまる」エレミヤ 

 
“御子に聞き従わない（信じない）者は、いのちを

見ることがなく、神の怒りがその上にとどまる。” 

 

さて、ここでは、御子であるキリストを信

じない人は永遠の命を得られない、というだ

けでなく、その人の上に神の怒りがとどまる

ことが描かれています。このことは本当で 

す。たとえば無神論共産主義の国です。共産

主義は唯物論、進化論を基本としてできた政

治形態であり、世の中は物質だけでできてい

る、目に見えない神など存在しない、キリス

トなどインチキだと、公けに神やキリストを

否定した国なのです。このように公に神を否

定し、キリストを否定し、これらの国に何か

良いことが起きたか、というと何も良いこと

は起きません。 

 

逆にこれらのキリストを否定した国の上に

は神の怒りがとどまり、驚くべき悲惨な状況

になりました。ソ連、中国、カンボジア、北

朝鮮など共産主義を受入れた国は、その後、

これ以上はないような悲惨な国となり、何百

万、何千万人もの国民が命を失いました。こ

れは歴史的な事実です。実はこのような視点

に立つなら、この日本もキリストを否定して

神の怒りがその上にとどまっている国の様 

に、私には見えます。日本は今でこそ、海外

では、おもてなしの国と知られているかもし

れませんが、江戸時代の中世においてはそう

ではありませんでした。日本はその頃、次々

と宣教師やキリシタンを残酷に殺す恐るべき

悪魔の様な国としてヨーロッパでは有名だっ

たのです。 

 

江戸時代の間、キリシタンは日本中で迫害

され、住むところを奪われ、命を奪われてき

たのです。何十万人以上ものキリシタンが殺

されました。今のイスラム国の様に残酷な方

法で日本はキリシタンに対して殺害を行って

きたのです。この国はキリストを信じないだ

けでなく、逆に神に対して喧嘩を売るような

行いをし、キリストを信じるキリシタンを皆

殺しにしようとしてきたのです。それで日本

には神の怒りがとどまるようになりました。

太平洋戦争では、日本の１００以上の都市が

空襲で焼かれ、１００万人を超えるような

人々が犠牲になりました。その空襲は理不尽

ですが、しかし、かつてはそれらの都市で多

くのキリシタンが命を奪われたのです。ま 

た、日本は世界のどの国にも落とされたこと

のない原爆を２つも落とされ、被害を受けま

した。さらに最近起きた2011.3.11原発爆発に

おいては、福島で同じく放射能の被害を受け

ました。この放射能による被害は日本全土に

及び、日本中の水といい、大気といい、土壌

といい、汚染されてしまったのです。これは

神の愛の発露でしょうか？いいえ、そんなは

ずはありません。神の怒りがこの国にとどま

り、爆発しているようにしか見えません。い

つまでもかたくなな歩みをするなら、もっと

ろくでもないことがこの国に起きるように私

には思えています。 

 

さて、このようにざっと見てきたように、

私たちが神を信じようと信じまいとこの地球

も人間も神が創造されたものであり、国の歴

史も興亡もみな、神のことばに基づいて起き

ることを知りましょう。そして、これは個々

の人にとっても同じなのです。私たちが神の

好意を受入れ、神の方法を尊重し、キリスト

を受け入れるなら、私たちは永遠の命を受け

るようになるでしょう。しかし、その神の方

法を軽蔑し、無視し、神の用意してくださっ

たキリストという方法を拒否し、神の好意を

無にするようなら、聖書のいうように、その

上に神の怒りがとどまることを知りましょう。 

 
キリストは神からのプレゼント 
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進化論の誤り21:ファーブルはダーウィンの進化論に反対した 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

昆虫記を書いたファーブルは、ダーウィ

ンの進化論には反対でした。本日はそのこ

とを見ていきましょう。 

ファーブルは彼の著書の昆虫記の中で、

「進化論への一刺し」との皮肉たっぷりの

一章も設け、狩りバチの獲物と適応力につ

いて、論じている。 

 進化論の説明のためにダーウィンが導入

した「適応力」がもし本当にあるとするな

らば、なぜ動物は食物を限定するのか。ダ

ーウィンの言う激しい生存競争に勝つため

には何でも食べたほうが有利なのに、狩り

バチは獲物をきちんと選んでいて、決まっ

ている。なぜ昆虫にはそんな雑食性はない

のか。 進化論では、昆虫の食物選択を説

明することはできないと、手厳しく、批判

している。これには、生前、ダーウィン自

身も、心中穏やかではなく、ファーブルの

精密、綿密極まる観察と実験は頭痛の種だ

っろうことは容易に想像できる。 

 捕食、生殖や育児にかかわる昆虫の本能

に関するファーブルの 40年近い観察の結

果、本能の精妙さや堅実性を根本的にゆる

がす(ダーウィン進化論的な)事実はなかっ

たとして、全 10巻完成(1910年)後に書か

れた、つまり決定版とも言うべきハードカ

バー判の「序」には「特に、知性を持ち出

して昆虫の行う多くの行為を説明出来ると

信じた進化論は、その主張を尐しも証明し

たとは見えない。本能の領域は我々のあら

ゆる学説が見逃している法則によって支配

されているのだ」(『完訳ファーブル昆虫

記』山田吉彦・林達夫訳、岩波文庫、1993

年)と結論付けている。 

ここから、ファーブルは 「いくら昆虫の

形態を分類学的に吟味しても昆虫の習性は

わかるものではない」との理解に到達して

いる(山田/林完訳第 7巻)。むしろ、進化

論の論理とは逆に、本能が形態を支配する

とさえ説いているのだ。本能が昆虫の形を

決め、本能が道具を使わせているというの

だ。いわば、ダーウィン進化論では種の変

化の方向は漸進的な自然選択説であるのに

対し、ファーブル進化論は本能決定説であ

り、種は変化するとしても、漸進的ではな

いということになる。ファーブルが回想録

を書こうと決意した動機は何か：それは、

ダーウィンの進化論『種の起源』(1859

年)の続編ともいうべきベストセラー『人

間の由来』(1871年)を失業直後の 48歳の

ころに読んで、これは誤りだと確信したか

らだろう。以来、それまでの観察結果を整

理し、コツコツと原稿に書き溜めて、54

歳の時に回想録第 1巻として出版にこぎつ

けた。第 1巻の終わりに、ジガバチの事例

を進化論に懐疑的な証拠として紹介されて

いるのも、そのせいだとうなづける。全

10巻の最初から疑問をいだいていた証左

だろう。 

 上梓して確信を得たファーブルは、第 2

巻では、別の事例、つまりアラメジガバチ

の麻酔名人ぶりを紹介。さらに「進化論の

一刺し」や「心理についての覚え書」を執

筆することで、ますます、ダーウィン進化

論は到底受け入れ難い誤りであると主張す

るようになった。 

 

ファーブル 
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       聖書と日本の風習 「靴を脱ぐこと、洗足(足を洗うこと)」 
--------------------------------------------------------------------------------
聖書は日本人にとって馴染みのないものか

も知れませんが、聖書の世界と日本文化は意

外なほど共通点が多いのです。そのひとつを

見ていきましょう。 

 

外国の方が日本に来て、まず戸惑うことの

一つは、靴を玄関で脱ぐことです。日本では

土足で部屋に入ることは決してしません。海

外に行ったことのある方では、寝室にまで土

足で入ることに違和感を覚えた人も多いので

ないでしょうか？日本人にとって靴を脱いで

部屋に入ることは自然なことです。同じよう

に旧約聖書で、「十戒」で知られているモー

セが、神の山ホレブに入ったとき「あなたの

足のくつを脱げ、あなたの立っている場所は、

聖なる地である。」と神様から語られる箇所

があります。大切な場所では、汚れた靴を脱

ぐというところは日本と同じです。 

 

また、時代劇などで、旅人が宿屋に入った

時、宿屋の人が客の足を洗っているシーンを

見たことがあるかもしれません。昔は履物は

草鞋で、道も現在のように舗装されていない

ため、足はとても汚れてしまいました。その

ため、宿屋の人が客の足を洗うことが常でし

た。不潔な足のまま、部屋に入ることはしな

かったのです。日本では、足を洗う習慣があ

ったのです。同じように、昔のイスラエルの

民もサンダルのような履物をはいており、足

が非常に汚れるので、足を綺麗に洗っていま

した。当時は奴隷の中でも最も身分の低い奴

隷が足を洗う仕事をしていました。汚れた足

で部屋に入らない、足を洗うという日本の習

慣と聖書に書かれたイスラエルの習慣は同じ

なのです。 

 

聖書では足を洗うという箇所がいくつかあ

ります。有名なのは、主イエスが最後の晩餐

をとる前に弟子の足を洗われた所です。 

 

ヨハネ１３：３～５ 

イエスは、父が、万物を自分の手に渡された

ことと、ご自分が神から出て、神に行くこと

を知られ、夕食の席から立ち上がって、上着

を脱ぎ、手ぬぐいを取って腰にまとわれた。

それから、たらいに水を入れ、弟子たちの足

を洗って、腰にまとっておられる手ぬぐいで、

ふき始められた。   

              

部屋に入る時は足を洗います。しかしその

時、足を洗ってくれる人がおらず誰も足を洗

おうとしませんでした。そこでイエスが足を

洗われたのです。へりくだって足を洗いなさ

いと、弟子たちの足を洗われました。弟子た

ちと過ごす最後の晩餐の時にイエスはお手本

を示されたのです。 

 

また、足は地面の汚れが一番つきます。そ

れは足がピタリと地面についているからで 

す。地につくこと、これは世の中のこと、世

の罪や欲、悪い思いに、日々の生活の中で影

響されていくということを例えています。

日々の生活の中で、主イエスのように聖く生

きるのは非常に難しいのです。正しく歩みた

いのに、その思いと裏腹に、世の罪の生活、

欲望や悪い考えなどいろいろ雑多なものが、

足についた泥のようについてきます。それを

イエスに足を洗って頂いたように、毎日、聖

くしてもらうのです。また、互いの足の汚れ

を洗うように、謙遜になり、互いの過ちを許

していくのです。そのことをイエスは足を洗

うということを通して教えられたのです。足

を洗うこと、靴を脱ぐ習慣がある日本人と聖

書の世界は決して遠いものではないのです。 

 

 

足を洗う
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          詩篇を読む: 「神の言葉を愛する」 

----------------------------------------------------------------------------------------------------------------

〔聖書箇所〕詩編１１９：９７どんなにか私

は、あなたのみおしえを愛しているでしょう。

これが一日中、私の思いとなっています。 

 

詩編１１９編は、全詩編１５０編の中で最

も長い箇所で、１７６節もあります。この詩

編１１９編では、「みことば」と「あなたの

ことば」という言葉が何度も繰り返されてい

ます。どちらも神様の言葉という意味です 

が、数えてみると、「みことば」は２７回、

「あなたのことば」は１０回で計３７回も出

てくるのです。また、同じように神の言葉と

いう意味で「おきて」２１回、「みおしえ」

２４回、「さとし」１９回、「戒め、」２１

回、「仰せ」２１回、と出てきます。なぜこ

こまで神の言葉について繰り返し語られてい

るのでしょう。それは私たちの人生に神の言

葉が非常に大切なものだからです。では神の

言葉とは何でしょう？神の言葉とは聖書の言

葉のことをいいます。また、言葉というもの

は、人に強い影響を与えます。ある人にかけ

てもらった言葉に励まされたり、教えられた

り、反対に傷ついたりした経験はないでしょ

うか？それだけ言葉には大きな力があるので

す。でも人の言葉は、各時代の常識や価値観

によって変化していきます。流行が、毎年く

るくると変わるように、人の心も変わりやす

く、安定性がありません。人の言葉や思いは、

本当に移ろいやすいのです。そんな不安定な

人の言葉より、変わらないものがあります。

力があり信頼できるものがあります。それは

神の言葉です。 

ルカ 21:33 「この天地は滅びます。しかし、

わたしのことばは、決して滅びることがあり

ません。」 

イザヤ４０：６～８「すべての人は草、その

栄光は、みな野の花のようだ主のいぶきが、

その上にふくと、草は枯れ、花はしぼむ。ま

ことに民は草だ。草は枯れ、花はしぼむ。だ

が、私達の神のことばは、永遠に立つ」 

とあるように、人の一生は、草のようにあっ

という間に終わりますが、神ご自身が語られ

た言葉は変わることがありません。たとえ天

地はひっくりかえろうとも神の言葉は変わる

ことがないのです。また、聖書のことばとは

イエスのことを示しています。 

 

ヨハネ１：１～４「初めに、ことばがあっ

た。ことばは神とともにあった。ことばは、

神であった。この方は、初めに神とともにお

られた。すべてのものは、このかたによって、

造られた。この方によらずにできたものは、

一つもない。この方に、いのちがあった。こ

のいのちは人の光であった。」 

とあるように、イエス自身が神の言葉です。

そして神の言葉は、私達のいのちに直結して

います。また、聖書の言葉はイエス自身の事

を証し、預言しているとあります。 

 

ヨハネ５：３９に「あなた方は、聖書の中

に永遠のいのちがあると思うので、聖書を調

べています。その聖書が、わたしについて証

言しているのです。」とありますように、永

遠のいのちの道がイエスの内にあるのです。

神の言葉、イエスに従うことが、どれほど素

晴らしいのかは計り知れません。決して揺る

ぐことのない神の言葉に信頼するなら、死の

恐怖ではなく、永遠のいのちの希望が与えら

れます。 

１１９：１０５あなたのみことばは、私の足

のともしび、私の道の光です。 

むなしく変化していく、世の中の言葉では

なく、神の言葉を求めて頼るなら、人生が大

きく変わります。人の言葉に翻弄されたむな

しい生き方ではなく、神の言葉に保障された、

永遠のいのちに至るのです。幸いな人生の為

には、神様の言葉を愛していくことが一番で

す。 

神の言葉、聖書
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キリストを信じた体験談： 知恵 
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

私はキリストを救い主と信じて 30年近くに

なりますが、今思うと信じて本当によかった

と思っています。信じるビフォーとアフター

では 180度人生が変わりました。では、どの

ようにしてキリストに出会ったのかをお話し

したいと思います。  

 

きっか けは、私の通っていた大学近くの英

会話カフェでした。外国人の宣教師が経営し

ていたのです。そのころの私は、引きこもり

で、対人恐怖症に苦しんでいました。学校に

も行くことができませんでしたが、宣教師た

ちが心から私の来店を喜んでくれたので、な

んとかそこには行くことができたのです。そ

して、あることをきっかけにキリストを受入

れる祈りをしました。  

 

しかし、信じた後も私の心の苦しみは増す

ばかりでした。どうすることもできずに、ひ

たすら神様に祈りました。「どうしてこんな

に生きるのが苦しいの？死んでしまいた

い！」私には聖書の知識はありませんでした

が、藁にもすがる思いで、ただ「助けて！」

と祈り続けたのです。 

 

悔い改めよ。天の国は近づいた。（マタイ

３：２） 

 

すると心にこんな思いが浮かんできました。

「それは、あなたに罪があるからです。その

罪を悔い改めなさい。特に偶像礼拝を悔い改

めなさい。」それは、神様からの語りかけで

した。 偶像礼拝（ぐうぞうれいはい） とは

キリスト以外のものを神様とすることで、実

は「モーセの十戒」の一番初めに書いてある

重い罪なのです。 

 

あなたには、わたしをおいてほかに神があっ

てはならない。(出エジプト 20：３） 

 

それで私は小さい頃からやっていたお正月

の神社仏閣参りや、太陽を始めとする自然崇

拝を悔い改めました。「主よ。知らないこと

とはいえ、あなた以外の神をお参りしていた

ことを赦してください。」さらに、宗教だけ

ではなく、「仕事」「知識」「努力」「会

社」「家族」「リーダー」「自分自身」な 

ど、神様とは思っていないけど、神様より頼

りにしているものは偶像だということで、一

つ一つ悔い改めていきました。  

 

このような祈りが一週間ほど続いたある日

のことです。突然、目には見えないけれどイ

エスキリストがすぐそばにいると感じまし 

た。そして「あなたはもう大丈夫、赦されて

います。」と心に語りかけてくださったので

す。その言葉には今まで感じたことのない素

晴らしい愛がこもっていました。私は、神様

の子どもとして、心の底から生まれ変わった

と感じたのです。 

 

それから 30年、主イエスは、私の人生をす

ばらしく導いてくださいました。例えば、対

人恐怖症だった私が今、得意とする仕事は営

業職です。逆転勝利ですね。何より生きるこ

とが楽しくなりました。ハレルヤ！そのほか

にもたくさんの恵みをいただきましたが、そ

れは別の機会にしましょう。もちろん大変な

こともたくさんありましたが、主イエスはい

つも愛と喜び、平安の中で私を助け、問題を

解決してくださいました。その愛がどんなに

すばらしいかは、言葉では表しようがありま

せん。皆様もぜひ、実際に味わっていただき

たいと思います。 

 

「目が見もせず、耳が聞きもせず、人の心に

思い浮かびもしなかったことを、神は御自分

を愛する者たちに準備された」（1コリント

2：9） 

 

悔い改めよ。天の国は近づいた
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聖書に関する偉人のことば：内村鑑三 

内村 鑑三：日本のキリスト教思想家・文学者・伝道者・聖書学者。福音主義信仰と時事

社会批判に基づく日本独自のいわゆる無教会主義を唱えた。「代表的日本人」の著者でも

ある。 

 
： 

「真理を証するもの三つあり、すなわち天然と人と聖書」 
--------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜お知らせコーナー＞ 

●聖書贈呈プレゼント！  

月刊バイブルお読みになっていかがでしたか？少し、聖書に興味がわいてきましたでしょうか？このたび、当教会で

は聖書贈呈、プレゼントを行っています。この機会に聖書をあなたも読んでみませんか？ご興味がありましたら、ぜひ、

お申し込みください。 

以下を記載の上、mail:truth216@nifty.com もしくは fax:020－4623－5255 もしくは tel:042－364－2327へ連

絡ください。 

郵便番号: 

住所: 

名前: 

●レムナントキリスト教会「日曜礼拝」のご案内 
 

曜日/時間:毎週日曜日/午前 10:30－12:30,午後 14:00－16:00 

場所:東京都、京王線府中駅前、府中グリーンプラザ本館（tel:042－360－3311） 

1Fのエレベーター脇の部屋表示板で、「レムナントキリスト教会」の部屋を確認ください。 

どなたでも来会歓迎、入場無料です。tel:042－364－2327, mail:truth216@nifty.com 

 

★教会のＨＰもあります。 

ご興味のある方は、“Yahoo！Japan”で、「府中 レムナントキリスト教会」で検索ください。 

尚、レムナントキリスト教会はプロテスタントの教会です。ものみの塔や統一教会とは関係ありません。 

☆クリスチャンになったばかりの方やノンクリスチャンの方におすすめのサイト:オリーブ＆ミルトス 

http://remnantnotudoi.jimdo.com/ 

☆ノンクリスチャン向けへのブログサイト:パンの家 

http://87494333.at.webry.info/ 

☆クリスチャンの方におすすめのサイト:エレミヤの部屋 

http://www.geocities.co.jp/Technopolis/6810/ 

☆クリスチャン向けへのブログサイト:終末の風 

http://whattopics.at.webry.info/ 

見本 
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